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一
．
は
じ
め
に

　

今
日
中
央
政
府
間
の
外
交
関
係
が
行
き
詰
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
釜
山
と
福
岡
の
間
に
お
け
る
地
方
自
治
レ
ベ
ル
と
民

間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
地
理
的
隣
接
性
と
経
済
的
必
要
の
た
め
、
地
域
間
交
流
の
伝

統
を
維
持
し
て
お
り
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
様
な
行
事
と
構
想
が
ニ
ュ
ー
ス
で
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
最
近
に
な
っ
て

観
光
客
な
ど
の
短
期
訪
問
者
の
数
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
両
市
の
間
で
行
わ
れ
て
き
た
公
務
員
の
相
互
派
遣
は
現

在
も
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
「
超
広
域
経
済
圏 m

ega-regional econom
ic area

」
構
想
の
実
現
に
向
け
経

済
協
力
協
議
会
が
設
け
ら
れ
今
も
健
全
に
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
両
市
の
間
に
は
、
企
業
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
み
な
ら
ず
市
民
団
体
や

大
学
に
よ
る
民
間
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

釜
山
と
福
岡
と
の
交
流
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
多
様
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
大
別
す
る
と
⑴
船
舶

と
航
空
に
よ
る
人
的
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
、
⑵
文
化
行
事
な
ど
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
、
そ
れ
か
ら
⑶
超
広
域
経
済
圏
の
構
想
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と
主
に
物
的
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
に
、
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
注
目
に
値
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
⑴

人
的
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、Park, Jong-H

yun

（
一
九
九
五
（
１
））
を
筆
頭
と
し
て
、
樗
木
武
ら
（
二
〇
〇
九
（
２
））・
福
岡
ア
ジ
ア
都

市
研
究
所
（
二
〇
一
〇
（
３
））・
成
恩
希
（
二
〇
一
〇
（
４
））
な
ど
で
あ
ろ
う
。
⑵
両
都
市
間
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど

目
立
た
な
い
が
、
二
〇
〇
六
年
の
次
世
代
育
成
を
テ
ー
マ
と
し
た
張
済
国
の
研
究
（
５
）と
二
〇
〇
九
年
の
文
化
交
流
を
扱
っ
た
福
岡
市
教
育
委

員
会
の
研
究
（
６
）が
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
経
済
的
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
一
九
九
五
年
朴
仁
鎬
が
「
日
韓
海
峡
経
済
圏
」
と
い
う

構
想
を
提
唱
し
て
以
来
（
７
）、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
経
済
的
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
韓
国
語
に
よ

る
研
究
が
多
く
み
ら
れ
る
（
８
）。
ま
た
日
本
語
の
研
究
も
少
な
く
な
い
が
、
九
州
大
学
の
韓
国
経
済
研
究
会
編
集
の
論
文
集
に
発
表
さ
れ
た
高

木
直
人
（
二
〇
〇
九
（
９
））
と
加
峯
隆
義
（
二
〇
一
二（

（1
（

）
の
研
究
は
、
釜
山
と
福
岡
の
地
域
間
経
済
交
流
の
実
体
を
み
る
上
で
、
豊
富
な
情
報
を

与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第
一
に
、
最
近
の
統
計
に
基
づ
き
両
都
市
間
の
交
流
の
現
況
を
総
体
的
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
地
域
間
交
流
の
現
況
と
限
界
に
つ
い
て
概
略
的
に
述
べ
た
い
。
第
二
に
は
、
両
市
の
行
政
機
関
ど
う
し
の
交
流
を
紹
介
す
る
。
特

に
協
力
事
業
推
進
委
員
会
の
会
議
資
料
の
中
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
事
業
を
中
心
に
、
行
政
交
流
の
実
態
を
紹
介
し
た
い
。
第
三
に
は
、

釜
山
韓
日
文
化
交
流
協
会
を
実
例
に
、
釜
山
か
ら
の
市
民
団
体
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
実
例
を
紹
介
す
る
。
同
協
会
は
一
九
八
七
年
一
一
月

結
成
さ
れ
て
以
来
、
福
岡
市
と
の
青
少
年
交
流
・「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｎ　

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
の
発
行
・
文
化
行
事
の
共
催
な
ど
、
多
彩
な
民
間

交
流
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
今
年
日
本
大
学
法
学
部
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も
同
協
会
を
一
度
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
研
究
者
は
再
び

同
協
会
を
訪
れ
役
員
と
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
釜
山
と
福
岡
と
の
民
間
交
流
の
現
況
と
問
題
点
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
の
結
果

を
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
第
四
に
は
霊
山
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
例
に
、
大
学
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
紹
介
す
る
。
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私
の
所
属
大
学
は
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
を
主
な
対
象
に
し
て
、
二
〇
一
三
年
春
か
ら
二
ヶ
月
間
福
岡
に
滞
在
さ
せ
、
授
業
の
一

環
と
し
て
市
場
調
査
と
民
間
交
流
と
を
推
し
進
め
て
い
る
。
学
内
の
学
生
か
ら
の
反
響
も
よ
く
、
教
育
の
効
果
も
優
れ
て
い
る
。
時
折
、

発
表
者
が
今
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
引
率
教
授
と
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
っ
た
経
験
も
あ
り
、
青
少
年
の
国
際
交
流
の
意
義
や

限
界
に
つ
い
て
、
肌
で
感
じ
た
も
の
を
報
告
し
た
い
。

二
．
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
に
お
け
る
人
的
・
物
的
交
流
の
実
態

　

地
理
的
隣
接
性
に
よ
り
釜
山
と
福
岡
の
間
に
お
い
て
は
、
人
々
の
交
流
の
始
点
を
確
定
で
き
な
い
ほ
ど
、
そ
の
交
流
の
歴
史
は
非
常
に

深
い
も
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
が
正
式
に
姉
妹
都
市
と
し
て
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日

の
こ
と
で
あ
る
。
釜
山
広
域
市
国
際
協
力
課
の
資
料
に
よ
る
と
、
一
九
八
七
年
福
岡
市
の
市
長
（
桑
原
敬
一
）
が
釜
山
市
を
訪
れ
た
際
、

は
じ
め
に
両
市
の
姉
妹
都
市
結
縁
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
も
一
九
八
九
年
ま
で
、
七
回
に
わ
た
っ
て

福
岡
市
の
副
市
長
・
市
議
会
議
長
・
議
員
団
に
よ
っ
て
姉
妹
都
市
結
縁
の
要
請
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
釜
山
広
域
市
は
一
九
八

九
年
韓
国
政
府
（
内
務
部
）
に
承
認
を
要
請
し
た
が
、
外
国
と
の
姉
妹
都
市
の
協
定
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
行
政
交
流
の
た
め

の
相
互
合
意
文
の
交
換
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
回
答
を
得
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
九
年
釜
山
広
域
市
の
市
長
（
安
サ
ン
ヨ
ン
）

が
福
岡
市
を
訪
れ
合
意
文
を
渡
し
た
。
そ
の
後
韓
国
政
治
の
民
主
化
と
地
方
自
治
の
発
達
に
よ
り
、
韓
国
に
お
い
て
も
国
際
姉
妹
都
市
の

協
定
締
結
に
妨
げ
に
な
る
も
の
が
な
く
な
り
、
二
〇
〇
七
年
両
市
の
間
で
姉
妹
都
市
結
縁
協
定
が
結
ば
れ
た
と
い
う
。

　

協
定
の
締
結
後
、
両
市
の
間
で
は
実
際
の
人
的
・
物
的
交
流
を
活
か
し
た
い
と
い
う
行
政
側
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
も
っ
と

も
典
型
的
な
動
き
と
し
て
現
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
釜
山
広
域
市
の
市
長
か
ら
釜
山
・
福
岡
市
と
の
間
で
超
広
域
経
済
圏
形
成
を
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推
進
し
よ
う
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
に
福
岡
市
で
、
両
市
の
行
政
機
関
・
商
工
会
議
所
・
経
済
界
に
よ
る
「
経
済
協
力
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
釜
山
広
域
市
は
、
そ
の
直
後
か
ら
釜
山
発
展
研
究
院
と
九
州
経
済
調
査
協
会
と
の
共
同

研
究
を
は
じ
め
と
し
た
、
様
々
な
分
野
で
の
専
門
家
会
議
と
実
務
者
会
議
と
を
主
導
し
て
い
く
ほ
か
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
は
超
広
域
経

済
圏
形
成
の
た
め
の
四
つ
の
基
本
方
向
、
九
つ
の
戦
略
、
そ
れ
か
ら
二
三
の
細
部
推
進
事
業
と
六
四
の
当
面
課
題
を
ま
と
め
た
。
こ
の
よ

う
な
行
政
側
の
動
き
と
と
も
に
、
釜
山
広
域
市
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
企
画
研
究
チ
ー
ム
を
起
こ
し
、
二
〇
一
〇
年
二
月
『
釜
山
・
福
岡

超
広
域
経
済
圏
形
成
促
進
に
関
す
る
研
究
』
と
そ
の
『
要
約
報
告
書
』
を
、
両
方
韓
国
語
の
資
料
と
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
『
研
究
』
の

序
文
に
は
、
釜
山
発
展
研
究
院
の
先
任
研
究
委
員
を
責
任
者
と
し
て
、
同
研
究
院
内
部
の
研
究
者
五
人
と
外
部
か
ら
の
共
同
研
究
者
一
〇

人
に
よ
る
、
一
年
余
り
の
短
期
間
で
大
規
模
の
基
礎
研
究
で
あ
っ
た
と
い
う
、
研
究
チ
ー
ム
・
推
進
経
過
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
『
要
約
報
告
書
』
は
、
両
市
の
経
済
現
況
に
関
す
る
統
計
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
韓
国
と
日
本
に
占
め
る
両
市
の
経
済
規

模
と
し
て
、
両
市
の
人
口
は
両
国
の
二
・
九
％
で
あ
る
が
、
生
産
高
は
一
・
九
％
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
統
計
作
成
の
た
め
に

は
、
日
本
語
に
よ
る
資
料
と
し
て
、
日
本
内
閣
府
の
『
県
民
経
済
計
算
年
報
』・
経
済
産
業
省
の
『
工
業
統
計
表
』・
門
司
税
関
の
『
九
州

経
済
圏
の
貿
易
』・
総
務
省
の
『
日
本
統
計
年
鑑
』・
九
州
経
済
調
査
協
会
の
『
図
説
九
州
経
済
』、
そ
れ
か
ら
韓
国
語
の
資
料
と
し
て
、

韓
国
統
計
庁
の
『
韓
国
統
計
年
鑑
』
な
ど
が
参
考
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。『
要
約
報
告
書
』（
二
〇
一
〇
）
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
二
〇
〇

五
年
と
二
〇
〇
六
年
の
間
の
両
市
の
経
済
現
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
統
計
は
、
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
六
年
に
限
っ
て
の
統
計
で
あ
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
一
〇
年
近
く
経
過
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
も
、

韓
国
・
日
本
に
占
め
る
釜
山
・
福
岡
の
経
済
規
模
の
比
率
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
が
手

を
組
ん
で
「
超
広
域
経
済
圏
構
想
」
云
々
し
て
い
る
の
は
、
韓
国
・
日
本
の
全
体
に
占
め
る
経
済
規
模
の
大
き
さ
か
ら
で
は
な
く
、
両
国
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の
経
済
規
模
が
首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
反
面
、
地
方
の
経
済
が
疎
外
さ
れ
て
い
る
と

い
う
、
地
域
経
済
の
危
機
状
況
の
認
識
及
び
中
央
経
済
圏
に
よ
る
コ
厶
プ
レ
ク
ス
か
ら

脱
却
し
た
い
、
と
い
う
両
市
と
も
の
念
願
か
ら
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

現
実
に
中
央
政
府
か
ら
の
支
援
や
補
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
地
方
政
府
の
立
場
と
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
厶
プ
レ
ク
ス
を
あ
り
の
ま
ま
積
極
的
に
表
に
出
す
わ
け
に
は
行

か
ず
、
た
だ
相
手
の
都
市
に
対
し
て
協
力
に
よ
る
経
済
規
模
の
拡
張
を
訴
え
る
‘
慰
め

合
い
’
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
う
。
つ
ま
り
、
地
域
経
済
の
置

か
れ
た
危
機
に
関
し
て
は
あ
る
程
度
認
識
し
合
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
中
央
政
府
と

の
鎖
も
断
ち
切
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
ど
う
も
国
内
中
心
の
経
済
運
営

を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
く
、
超
広
域
経
済
圏
構
想
は
必
死
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
な
れ

な
い
と
い
う
、「
積
極
性
の
乏
し
い
」
限
界
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
、
い
く
ら
両
市
の
間
で
地
域
的
交
流
の
重
要
性
が
頻
繁
に
主
張
さ
れ
て
い
て

も
、
両
国
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
外
交
関
係
に
風
穴
を
開
け
る
ほ
ど
の
突
破
口
を
見

出
す
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、
韓
国
・
日
本
の
交
流
に
追
従
し
て
い
る
形
で
の
両
市
の
地

域
間
交
流
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

　

現
在
に
お
け
る
両
国
の
人
的
・
物
的
交
流
の
実
態
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
駐
日

本
大
韓
民
国
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
在
韓
国
日
本
国
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

〈表－１〉　釜山広域市と福岡市の経済現況（2005年と2006年）

面積
（㎢）

2005年
人口

2005年
総生産額

2006年
工業出荷額

2006年
貿易額

規模
（千人）

構成
（％）

規模
（億ドル）

構成
（％）

規模
（億ドル）

構成
（％）

規模
（億ドル）

構成
（％）

輸出額
（％）

輸出額
（％）

韓国＋
日本 477,601 176,550 100 57,232 100 36,236 100 18,331 100 9,578 8,753

　韓国 99,678 48,782 27.6 8.073 14.1 9,779 27.0 6,348 34.6 3,255 3,094

　日本 377,923 127,768 72.4 49,159 85.9 26,457 73.0 11,982 65.4 6,323 5,659

釜山＋
福岡 1,106 5,039 2.9 1.090 1.9 376 1.0 449 2.4 248 201

　釜山 765 3,638 2.1 457 0.8 326 0.9 167 0.9 81 86

　福岡 341 1,401 0.8 633 1.1 50 0.1 281 1.5 167 114
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資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
応
資
料
の
性
格
が
公
式
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
割
り
と
新
し
い
統
計
を
即
応
に
引
用
し
有

効
性
と
適
時
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
資
料
か
ら
、
地
域
間
の
交
流
の
実
体
は
直
接
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
報
告
で
は
、
釜
山
発
展
研
究
院
の
二
〇
〇
五
年
二
〇
〇
六
年
の
統
計
か
ら
、
釜
山
・
福
岡
の
地
域
間
交
流
の

構
成
を
大
体
の
目
処
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

二
〇
一
三
年
の
韓
国
の
対
日
輸
出
額
は
三
四
七
億
ド
ル
で
あ
り
、
対
日
輸
入
額
は
、
六
〇
〇
億
ド
ル
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（（1
（

。
合
わ

せ
て
両
国
間
の
二
〇
一
三
年
の
交
易
額
は
、
九
四
七
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
釜
山
・
福
岡
の
地
域
間
交
易
の
構
成
が
、
二
・
四
％
前
後
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
に
お
け
る
釜
山
・
福
岡
の
地
域
間
交
易
は
、
約
二
三
億
ド
ル
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
つ
い
最
近
韓
国
と

日
本
の
交
易
量
が
徐
々
に
減
っ
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
当
然
な
が
ら
釜
山
・
福
岡
の
地
域
間
交
易
の
量
も
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
四
年
に
入
っ
て
八
月
ま
で
の
韓
国
・
日
本
の
交
易
額
は
、
去
年
同
期
と
比
べ
一
六
％
も
減
っ
た
五
七
三
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
国
間
交
易
の
減
少
は
、
ま
さ
に
釜
山
・
福
岡
の
地
域
間
交
易
に
も
赤
信
号
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
一
〇
年
前
に
出

さ
れ
た
「
超
広
域
経
済
圏
構
想
」
の
現
実
は
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
的
・
物
的
交
流
と
は
違
っ
て
、
人
的
交
流
の
面
で
は
や
や
異
な
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
て
い
る
。
人
的
交
流
の
規
模
を

地
域
間
レ
ベ
ル
に
絞
る
と
い
う
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で
も
あ
り
、
あ
ま
り
意
味
を
も
も
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
韓
国
観
光
公
社
と
日

本
政
府
観
光
局
が
出
し
て
い
る
両
国
の
旅
行
者
統
計
か
ら
、
地
域
間
の
人
的
交
流
の
規
模
に
つ
い
て
推
論
し
て
み
た
い
。
二
〇
一
三
年
の

韓
国
人
の
日
本
旅
行
は
二
〇
一
二
年
に
比
べ
二
〇
％
伸
び
た
二
四
六
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
一
三
年
の
日
本
人
の
韓
国
旅
行

は
二
〇
一
二
年
に
比
べ
二
二
％
減
っ
た
二
七
五
万
人
で
あ
っ
た（（1
（

。
人
的
交
流
は
、
歴
史
認
識
・
領
土
問
題
を
原
因
と
し
た
国
民
ど
う
し
の

反
感
に
影
響
さ
れ
や
す
い
。
だ
か
ら
国
家
レ
ベ
ル
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
長
期
滞
在
と
か
行
事
の
た
め
の
人
的
交
流
は
非
常
に
減
っ
て
い
る
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と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
反
面
韓
国
人
の
日
本
旅
行
の
増

加
の
よ
う
に
、
為
替
率
の
変
動
な
ど
に
よ
る
短
期
滞
在
の
動
き
は

歴
史
認
識
・
領
土
問
題
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
さ
れ
な
い
と
い
う
側
面

も
あ
る
。
二
〇
一
三
年
の
旅
行
者
統
計
か
ら
見
る
と
、
大
体
一
月

か
ら
七
月
ま
で
の
前
半
期
に
は
韓
国
人
の
日
本
旅
行
者
が
日
本
人

よ
り
多
か
っ
た
し
、
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
日
本
人
の
韓
国
旅

行
者
が
相
対
的
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

な
流
れ
で
行
く
な
ら
ば
、
一
年
全
体
の
規
模
か
ら
も
も
う
じ
き
韓

国
人
の
日
本
旅
行
者
が
日
本
人
の
韓
国
旅
行
者
を
上
回
る
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
り
う
る
と
、
私
は
思
う
。

　

次
は
、
釜
山
と
福
岡
の
人
的
・
物
的
交
流
を
可
能
に
す
る
飛
行

機
と
船
舶
の
運
行
現
況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
二
〇
一
四
年
一
〇

月
現
在
、
釜
山
（
金
海
）
と
福
岡
を
繋
ぐ
飛
行
便
は
、
ア
ジ
ア
ナ

航
空
と
エ
ア
釜
山
が
一
日
三
便
ず
つ
毎
日
往
復
運
行
し
て
お
り
、

日
本
航
空
・
大
韓
航
空
は
一
日
二
便
ず
つ
毎
日
往
復
運
行
し
て

い
る（（1
（

。
所
要
時
間
は
一
応
五
五
分
と
な
っ
て
い
る
が
、
離
陸
か
ら

着
陸
ま
で
は
三
〇
分
足
ら
ず
の
近
距
離
で
あ
る
。

〈表－２〉　釜山発、福岡着飛行便（2014年10月）

便名 / 航空会社 出発 到着 所要時間 運行日

JL5264　日本航空
09:15 10:05 50分 毎日
09:00 09:50 50分 毎日

KE783　大韓航空
09:15 10:05 50分 毎日
09:00 09:50 50分 毎日

OZ9732　アシアナ航空 10:00 10:50 50分 毎日

BX142　エアプサン
10:00 10:50 50分 毎日
10:00 10:50 50分 毎日

OZ9736　アシアナ航空 14:20 15:15 55分 毎日
BX146　エアプサン 14:20 15:15 55分 毎日

JL5266　日本航空
17:55 18:45 50分 毎日
17:50 18:40 50分 毎日

KE797　大韓航空
17:55 18:45 50分 毎日
17:50 18:40 50分 毎日

OZ9734　アシアナ航空 18:00 18:50 50分 毎日
BX144　エアプサン 18:00 18:50 50分 毎日
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ま
た
、
釜
山
広
域
市
の
国
際
協
力
課
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た

「
釜
山
港
国
際
旅
客
船
運
行
現
況
」
か
ら
、
釜
山
・
福
岡
間
の
船

舶
運
行
の
現
況
を
調
べ
て
み
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
現
在
、
釜

山
港
か
ら
は
国
際
船
舶
と
し
て
現
在
五
つ
の
航
路
が
あ
り
、
六
つ

の
船
舶
会
社
に
よ
る
一
三
隻
の
船
が
乗
客
を
運
ん
で
い
る
。
そ
の

な
か
で
釜
山
と
福
岡
の
間
の
航
路
は
、
四
つ
の
船
舶
会
社
に
よ
る

九
隻
の
船
が
運
航
中
で
あ
る
。
主
に
韓
国
の
未
来
高
速
と
日
本
の

九
州
高
速
船
会
社
が
共
同
運
行
し
、
旅
客
専
用
の
快
速
船
を
も
っ

て
旅
客
の
需
要
を
賄
っ
て
い
る
。
現
在
、
未
来
高
速
は
三
隻
の
船

を
、
九
州
高
速
船
会
社
は
四
隻
の
船
を
各
々
出
し
て
い
る
。
三
月

か
ら
一
〇
月
ま
で
の
乗
客
の
多
い
時
期
に
は
、
両
社
は
共
同
の
配

船
で
増
便
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
都
度
ダ
イ
ヤ
を
変
え
て
運
行
す

る
と
い
う
柔
軟
性
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
他
こ
の
航
路
に
は
、
早

く
も
一
九
九
〇
年
か
ら
運
行
し
始
め
た
貨
客
船N

ew
-Cam

ellia

号
（
定
員
五
二
二
名
）
が
現
在
も
週
七
回
往
復
運
行
し
て
お
り
、

一
九
九
九
年
か
ら
運
行
し
始
め
た
旅
客
専
用
船D

ream

号
（
定

員
二
七
九
名
）
が
週
六
回
運
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
馬
の
厳
原

〈表－３〉　福岡発、釜山着飛行便（2014年10月）

便名 / 航空会社 出発 到着 所要時間 運行日

JL5265　日本航空
11:05 12:00 55分 毎日
10:50 11:45 55分 毎日

KE784　大韓航空
11:05 12:00 55分 毎日
10:50 11:45 55分 毎日

OZ9731　アシアナ航空 11:40 12:35 55分 毎日

BX141　エアプサン
11:40 12:35 55分 毎日
11:40 12:35 55分 毎日

OZ9735　アシアナ航空 16:10 17:05 55分 毎日
BX145　エアプサン 16:10 17:05 55分 毎日
OZ9733　アシアナ航空 19:40 20:30 50分 毎日
BX143　エアプサン 19:40 20:30 50分 毎日

JL5267　日本航空
19:45 20:40 55分 毎日
19:40 20:35 55分 毎日

KE798　大韓航空
19:45 20:40 55分 毎日
19:40 20:35 55分 毎日
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経
由
の
快
速
船K

obee

（
定
員
二
二
二
名
）
と
比
田
勝
経
由
の
快
速
船Beetle

（
定
員

二
〇
〇
名
）
が
一
日
一
回
か
二
回
走
っ
て
い
る
。

三
．
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
に
お
け
る
行
政
交
流
の
実
例

　

二
〇
〇
七
年
二
月
姉
妹
都
市
結
縁
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
釜
山
広
域
市
と
福
岡

市
と
の
間
で
は
行
政
交
流
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た
。
行
政
交
流
と
い
え
ば
、
公
務

員
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
指
し
て
お
り
、
両
市
の
間
で
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多

く
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
釜
山
広
域
市
国
際
協
力
課
の
資
料
「
国
際
姉
妹
結
縁
都
市

間
交
流
推
進
状
況
」
に
よ
る
と
、
行
政
交
流
と
し
て
二
〇
〇
八
年
に
二
五
件
、
二
〇

〇
九
年
に
三
五
件
、
二
〇
一
〇
年
に
二
二
件
、
二
〇
一
一
年
に
二
五
件
、
二
〇
一
二

年
に
二
一
件
、
二
〇
一
三
年
に
二
九
件
、
実
施
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
者

は
、
日
本
大
学
法
学
部
の
山
田
光
矢
教
授
の
率
い
る
研
究
チ
ー
ム
（
四
人
）
の
一
員

と
し
て
、
二
〇
一
四
年
一
月
一
三
日
午
前
中
に
釜
山
広
域
市
の
国
際
協
力
課
を
訪
問

し
、
国
際
交
流
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
聞
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
大
学
で
の

発
表
を
前
に
、
九
月
一
六
日
の
午
後
再
び
国
際
協
力
課
を
個
別
的
に
訪
れ
、
最
も
紹

介
す
べ
く
事
業
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流
に

関
す
る
資
料
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
時
同
課
は
、
今
年
に
入
っ
て
行
わ
れ
て

〈表－４〉　釜山港・福岡港往来の船舶（2013年11月）

船舶会社 船舶名 船籍 船種 運行形態 就航年 運行時間

高麗フェリー New Camellia 日本 貨客船 週７回、月１
回土曜休航 1990 14時間

JR九州高速船

Beetle 日本 快速船
１日４回、盛
需期増船（比
田勝経由あり）

2001 ２時間55分

Beetle 2 日本 快速船 1991 ２時間55分

Beetle 3 日本 快速船 1998 ２時間55分

Beetle 5 日本 快速船 2003 ２時間55分

未来高速

Kobee 韓国 快速船 １日３回、盛
需期増船（厳
原経由あり）

2002 ２時間55分

Kobee 3 韓国 快速船 2002 ２時間55分

Kobee 5 韓国 快速船 2004 ２時間55分

大亜高速海運 Dream 韓国 快速船 週６回 1999 ３時間15分
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〈表－５〉　釜山広域市と福岡市との行政交流（2014年年1月～ 9月）

行事名 期間 開催地 行事内容

釜山・福岡超広域経
済圏形成事業 １月 釜山 釜山国際ゲーム・IT Symposium など

釜山・福岡超広域経
済圏形成事業 １－３月 福岡 韓国映画２編の福岡上映

釜山市民公園内福岡
庭園造成 ２月 釜山 福岡市民代表団の釜山訪問

第４回ビジネス CEO 
Forum ５月 福岡 両市の CEO など140人参加

福岡市行政副市長の
釜山訪問 ５月 釜山 市民公園開所式参加

福岡市国際交流関係
者の釜山訪問 ５月 釜山 国際課長と担当者

東アジア経済交流推
進機構会議 ７月 釜山 韓国・日本・中国９都市から製造部会員

40人参加

釜山・福岡大学生イ
ンターンシップ ７月 福岡 釜山の大学生12人、福岡に派遣

福岡市へ17次公務員
派遣 ８月 福岡 国際協力課所属の公務員一人派遣

韓・日・中国姉妹都
市青年キャンプ ８月 釜山 三国の姉妹友好都市から２人ずつ10人

キャンプ参加

姉妹都市次世代リー
ダーキャンプ ８月 釜山 姉妹都市からの大学生20人を招く

釜山・福岡超広域経
済圏形成事業 ８月 釜山 Global 人材育成分野、学生教師100人夏

季キャンプ参加

第２回韓日中姉妹都
市児童絵画展示会 ８月－10月 釜山 釜山・上海・福岡など、絵画300点を巡

回展示

釜山・福岡大学生イ
ンターンシップ ９月 釜山 日本人学生10人を招き、インターンシッ

プ交流

釜山・福岡超広域経
済圏形成事業 ９月 福岡 第６回協力事業推進委員会、2015年事業

協議

釜山・福岡超広域経
済圏形成事業 ８月－12月 福岡 釜山の大学生６人、インターンシップ交

流

釜 山・ 福 岡 Forum
第９次会議 ９月 釜山 釜山広域市長・福岡市長など27人参加

福岡市長ら釜山訪問 ９月 釜山 高島宗一郎市長ら５人、釜山訪問



釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
の
地
域
間
交
流
（
崔
）

三
五
七

き
た
福
岡
市
と
の
行
政
交
流
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
行
事
を
取
り
上
げ
紹
介
し
て
い
た
。

　
〈
表

－

５
〉
か
ら
も
読
み
取
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
市
の
行
政
交
流
の
中
で
も
釜
山
・
福
岡
超
広
域
経
済
圏
形
成
事
業
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
一
つ
一
つ
実
行
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
、
韓
国
と
日
本
の
間
の
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
着
実
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
交

流
に
な
っ
て
い
る
。
時
折
今
年
九
月
二
日
に
は
、
福
岡
市
に
お
い
て
第
六
回
協
力
事
業
推
進
委
員
会
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
た
。
本
研
究

者
は
、
九
月
一
六
日
の
午
後
釜
山
広
域
市
の
市
役
所
の
中
に
あ
る
「
釜
山
・
福
岡
経
済
協
力
事
務
所
」
を
訪
れ
、
上
原
里
美
所
長
か
ら
九

月
二
日
の
会
議
資
料
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
資
料
に
基
づ
い
て
釜
山
・
福
岡
間
の
行
政
交
流
に
つ
い
て
重
要
と
思
わ

れ
る
事
業
を
中
心
に
、
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

両
市
の
経
済
協
力
推
進
体
系
と
し
て
は
、「
釜
山
・
福
岡
経
済
協
力
協
議
会
」
と
「
釜
山
・
福
岡
協
力
事
業
推
進
委
員
会
」
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。「
釜
山
・
福
岡
経
済
協
力
協
議
会
」
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
福
岡
市
に
お
い
て
設
立
総
会
を
開
き
、
翌
年
八
月
に
は

釜
山
広
域
市
に
お
い
て
第
二
回
協
議
会
を
開
い
た
。
こ
の
よ
う
な
協
議
会
の
集
ま
り
が
、
両
市
の
経
済
協
力
推
進
体
系
の
基
礎
を
築
い
た

も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
か
ら
「
釜
山
・
福
岡
協
力
事
業
推
進
委
員
会
」
は
、
実
務
の
推
進
組
織
と
し
て
、
協
力
事
業
推
進
状
況
の
把
握
、

評
価
、
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
に
当
た
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
、
両
市
の
行
政
機
関
は
じ
め
関
連
団
体
や
機
関
な
ど
、
五
機

関
六
人
を
も
っ
て
、
両
市
に
各
々
構
成
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
釜
山
広
域
市
で
第
一
回
合
同
会
議
が
開
か
れ
て
以

来
、
第
二
回
会
議
は
同
年
八
月
福
岡
市
で
開
か
れ
、
第
三
回
会
議
は
二
〇
一
一
年
八
月
釜
山
で
、
第
四
回
会
議
は
二
〇
一
二
年
八
月
福
岡

で
、
第
五
回
会
議
は
二
〇
一
三
年
八
月
釜
山
で
、
そ
れ
か
ら
第
六
回
会
議
は
今
年
九
月
福
岡
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。
推
進
組
織
に
お

い
て
最
も
注
目
に
値
す
る
も
の
と
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
を
も
っ
て
両
市
の
市
役
所
に
「
経
済
協
力
事
務
所
」
を
設
け
た
こ
と
で
あ

る
。
現
在
の
時
点
に
お
い
て
「
経
済
協
力
事
務
所
」
は
、
室
内
に
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
職
員
二
人
で
協
力
事
業



三
五
八

の
総
合
的
な
支
援
の
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

両
市
の
協
力
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
二
〇
〇
九
年
の
第
二
回
協
議
会
の
時
、
四
大
基
本
方
向
・
九
戦
略
・
二
三
細
部
推
進
事
業
・
六

四
課
題
が
確
定
さ
れ
、
合
意
書
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
推
進
課
題
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
署
並
び
に
担
当
者
を
指
定
し
事
業

を
遂
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
二
月
の
第
二
回
委
員
会
で
一
二
の
重
点
課
題
が
確
定
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
八
月
の
第
三
回
委

員
会
で
は
一
四
の
重
点
課
題
が
確
定
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
一
二
年
八
月
の
第
四
回
委
員
会
で
は
重
点
分
野
と
し
て
五
つ
の
分
野
が
選

定
さ
れ
た
。
両
市
の
協
力
事
業
の
中
で
、
毎
年
続
け
て
行
わ
れ
て
い
る
継
続
推
進
課
題
と
し
て
は
、
⑴
産
業
支
援
機
関
及
び
研
究
機
関
の

交
流
、
⑵
経
済
協
力
事
務
所
の
相
互
運
営
、
⑶
ビ
ジ
ネ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
の
開
催
、
⑷
貿
易
相
談
会
の
開
催
、
⑸
釜
山
・
九
州
投

資
支
援
会
と
の
連
携
・
協
力
の
強
化
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
四
回
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
五
つ
の
重
点
分
野
の
遂
行
状
況
を
概
略
的

に
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

⑴
展
示
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
分
野

　
　
　

共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
施
（
二
〇
一
三
年
六
月
仁
川
・
春
川
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
下
関
、
二
〇
一
四
年
五
月
ソ
ウ
ル
、
二
〇
一
四
年
七

月
大
阪
）

　
　
　

香
港
発
着
で
福
岡
・
釜
山
を
同
時
に
巡
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
の
完
成
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

　
　
　

共
同
観
光
説
明
会
の
実
施
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
香
港
で
実
施
）

　

⑵
ゲ
ー
ム
・
映
像
分
野

　
　
　

シ
ネ
マ
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
の
推
進
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
釜
山
で
四
編
上
映
、
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
福
岡
で
三
編
上
映
）
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⑶
水
産
分
野

　
　
　

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
情
報
の
交
換
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

　
　
　

両
市
の
水
産
市
場
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

⑷
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
分
野

　
　
　

釜
山
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
夏
季
キ
ャ
ン
プ
に
、
福
岡
市
の
中
学
生
一
〇
〇
人
が
参
加
（
二
〇
一
三
年
八
月
）

　
　
　

釜
山
市
の
大
学
生
が
福
岡
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
（
二
〇
一
三
年
一
〇
人
）

　
　
　

釜
山
の
生
徒
・
教
師
が
福
岡
を
訪
問
、
授
業
参
加
、
生
活
体
験
（
二
〇
一
三
年
一
月
）

　
　
　

福
岡
の
生
徒
・
教
師
が
釜
山
を
訪
問
、
授
業
参
加
、
文
化
施
設
な
ど
見
学
（
二
〇
一
四
年
八
月
）

　

⑸
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野

　
　
　

第
五
回
福
岡
ア
ジ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
加
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

　
　
　

第
六
回
福
岡
ア
ジ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
加
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

　
　
　

FA
Co in BU

SA
N

 FA
SH

IO
N

 W
EEK

開
催
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

　
　
　

福
岡
・
釜
山
デ
ザ
イ
ン
商
談
会 

in 

福
岡
の
開
催
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

　
　
　

福
岡
・
釜
山
デ
ザ
イ
ン
商
談
会 

in 

釜
山
の
開
催
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

　
　
　

福
岡
・
釜
山
デ
ザ
イ
ン
交
流
事
業
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
の
開
催
（
二
〇
一
四
年
五
月
）

　

つ
い
最
近
、
九
月
一
二
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
釜
山
で
開
か
れ
た
「
第
九
次
釜
山
・
福
岡
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
」
の
資
料
で
は
、
現
時
点
で



三
六
〇

の
両
市
の
行
政
交
流
に
お
け
る
主
役
の
面
々
が
表
わ
れ
て
い
る（（1
（

。
最
初
の
日
に
行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
李
㙊
鎬
Ｂ
Ｓ
金
融

の
顧
問
が
釜
山
市
側
の
世
話
人
と
し
て
「
歓
迎
の
辞
」
を
の
べ
た
後
、
釜
山
側
の
来
賓
と
し
て
徐
秉
洙
釜
山
広
域
市
長
と
李
海
東
釜
山
広

域
市
議
会
議
長
、
福
岡
側
の
来
賓
と
し
て
松
井
貞
夫
在
釜
山
日
本
国
総
領
事
と
石
原
進
九
州
旅
客
鉄
道
相
談
役
が
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
で
は
主
に
経
過
報
告
や
発
表
が
出
さ
れ
た
が
、
基
調
演
説
と
し
て
申
珏
秀
前
駐
日
韓
国
大
使
が
「
韓
日
国
交
正
常
化

五
〇
周
年
と
韓
日
関
係
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
題
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
一
で
は
、
金
晳
煥
Ｋ
Ｎ
Ｎ
社
長
が
「
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
、

釜
山
と
福
岡
を
考
え
る
」
を
、
久
保
田
勇
夫
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
取
締
役
が
「
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
に
向
け
た
釜
山
・
福
岡
の
役

割
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
二
で
は
、
南
松
裕
東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会
会
長
が
「
朝
鮮
通
信
使
記
録
遺
産
ユ
ネ
ス
コ
日
韓

共
同
登
載
を
す
る
た
め
の
推
進
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
松
原
孝
俊
九
州
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
「
近
世
東
ア

ジ
ア
と
朝
鮮
通
信
使
：
江
戸
に
朝
鮮
通
信
使
パ
レ
ー
ド
が
や
っ
て
き
た
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
の
他
に
、
こ
の
こ
ろ
福
岡
市
と
釜
山
広
域
市
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
発
信
に
念
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
、
地
域

間
交
流
の
模
範
的
事
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
福
岡
市
を
発
信
地
に
し
て
、
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
の
交
流
状
況
を
に
つ

い
て
韓
国
語
と
日
本
語
を
つ
か
っ
て
両
国
の
人
々
に
知
ら
せ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
ー
、FU

K
U

O
K

A
 BU

SA
N

 CA
FÉ

は
、

非
常
に
多
彩
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
将
来
に
お
け
る
国
際
交
流
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
ト
レ
ン

ド
ペ
ー
ジ
は
、
両
市
の
交
流
と
関
連
す
る
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る（（1
（

。
こ
の
カ
フ
ェ
ー
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
に
関
し
て
は
別
に
設
け

ら
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
ペ
ー
ジ
で
扱
っ
て
お
り（（1
（

、facebook

ペ
ー
ジ
を
も
設
け
て
い
る（（1
（

。
ま
た
、
両
市
と
も
相
手
国
の
言
語
を
も
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
、
地
域
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
二
〇
一
〇
年
七
月
か
ら
釜
山
市
に
よ
っ
て
毎
月
日
本
語

で
発
信
さ
れ
て
い
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
釜
山 D

ynam
ic Busan

」
と
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
か
ら
福
岡
市
に
よ
っ
て
毎
週
韓
国
語
で
発
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信
さ
れ
て
い
る
「
福
岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン　

Fukuoka 

M
ail M

agazine

」
は
、
地
域
間
情
報
の
交
流
に
行
政
側
が

介
入
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
．
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
に
お
け
る

　
　

民
間
団
体
交
流
の
実
例

　

韓
国
国
内
の
他
の
地
域
と
比
べ
、
釜
山
広
域
市
に
は
、
近

距
離
の
日
本
と
の
民
間
交
流
を
押
し
進
め
る
団
体
が
よ
り
多

く
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
韓
国
政
府
（
外
交
部
）
の

承
認
の
下
で
の
国
際
交
流
目
的
の
社
団
法
人
と
し
て
、
規
模

や
事
業
の
面
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
団
体
は
、「
釜
山
韓

日
文
化
交
流
協
会
」
で
あ
る
。
こ
の
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
、
こ
の
団
体
は
一
九
八
七
年
一
一
月
の
発
足
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
六
月
に
正
式
に
社
団
法
人
に
な
っ
た
と
し
て
い

る
。
現
在
で
も
こ
の
団
体
は
、
日
本
と
の
交
流
を
目
的
と
し

た
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
人
的
交
流
・
文
化
交
流
・

学
術
教
育
・
文
化
講
座
・
通
訳
翻
訳
・
日
本
語
能
力
試
験
の

FUKUOKA BUSAN CAFÉ
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三
六
二

代
行
な
ど
で
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
育
ん
で
い
る（（1
（

。

　

本
研
究
者
は
、
東
京
か
ら
釜
山
を
訪
れ
た
日
本
大
学
法
学
部
の
研
究
チ
ー
ム
と
一
緒
に
、
二
〇
一
四
年
七
月
二
五
日
午
後
釜
山
韓
日
文

化
交
流
協
会
を
訪
問
し
、
国
際
交
流
事
業
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
報
告
を
聞
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
大
学
で
の
発
表
を
前
に
、
九
月
一

二
日
の
午
後
再
び
こ
の
団
体
を
個
別
的
に
訪
れ
、
こ
れ
ま
で
福
岡
地
域
と
の
交
流
の
中
で
最
も
国
際
交
流
の
趣
に
適
合
し
た
事
業
は
何
で

あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
事
業
に
関
す
る
資
料
を
も
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

時
、
同
協
会
は
今
ま
で
の
福
岡
と
の
人
的
交
流
の
中
で
最
も
成
果
の
大
き
か
っ
た
事
業
と
し
て
、「
日
韓
子
供
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
取
り

上
げ
て
い
た
。
以
下
、
簡
単
に
そ
の
民
間
交
流
事
業
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
「
日
韓
子
供
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
限
定
し
、
団
体
を
挙
げ
て
運
営
し
て
き
た
事

業
で
あ
る
。
協
会
の
担
当
者
の
話
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
に
は
韓
国
と
日
本
の
国
交
樹
立
五
〇
年
を
記
念
し
、
す
で
に
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
人
々
か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
同
じ
事
業
を
再
開
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
去
る
一
〇
年
間
は
、
釜
山
と
福
岡
と
も
に
毎

年
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
生
徒
一
〇
人
か
ら
一
五
人
、
そ
し
て
彼
ら
の
指
導
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
を
集
め
、
事
前
学

習
会
や
共
同
学
習
会
（
八
月
）、
そ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
〇
月
）
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
。
参
加
者
の
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
釜
山

で
は
私
立
小
学
校
四
～
五
校
か
ら
参
加
者
を
選
抜
し
て
き
た
が
、
福
岡
で
は
幅
広
く
一
般
募
集
を
通
じ
て
参
加
者
を
選
抜
す
る
方
式
を
取
っ

た
と
い
う
。
こ
の
事
業
の
た
め
の
経
費
は
、
年
平
均
二
五
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
程
度
か
か
っ
た
が
、
助
成
金
・
団
体
支
援
金
・
参
加
費
な
ど
で

賄
っ
て
き
た
と
い
う
。
子
供
を
主
な
対
象
と
し
た
事
業
で
あ
っ
た
た
め
雑
務
が
多
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
韓
関
係
の
悪
化

と
と
も
に
助
成
金
の
減
少
が
起
こ
り
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
事
業
を
続
け
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
、
担
当
者
は
回
顧
し
て
い
た
。
そ
の
反

面
、
一
〇
年
間
の
事
業
の
成
果
と
し
て
、
参
加
者
の
子
供
が
青
少
年
に
な
っ
て
国
際
交
流
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
事
業
の
効
果
は
十
分
で
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あ
っ
た
と
、
こ
の
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
。

　

毎
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
韓
国
語
と
日
本
語
で
資
料
集
が
出
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三

年
一
〇
月
の
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
福
岡
市
役
所
の
講
堂
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
行
事
に
は
釜
山

韓
日
文
化
交
流
協
会
・
福
岡
国
際
交
流
協
会
・
日
本
コ
リ
ア
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
岡
・
福
岡
市

が
共
同
主
催
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
時
は
日
本
国
際
交
流
基
金
と
西
日
本
銀
行
国
際
財
団
か
ら
の
助
成
を

受
け
た
ほ
か
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
・
朝
日
新
聞
・
西
日
本
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読
売
新
聞
か
ら
も
支

援
を
受
け
た（（1
（

。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
の
第
一
〇
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
出
会
い
、
か
か
わ
り
、
築
く

未
来
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
釜
山
芸
術
会
館
で
行
わ
れ
、
そ
の
行
事
に
は
釜
山
韓
日
文
化
交
流

協
会
・
釜
山
韓
日
子
供
教
育
研
究
会
・「
地
球
市
民
を
育
て
る
会
」
が
共
同
主
催
に
あ
た
っ
た
。
そ
の

時
は
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
か
ら
の
助
成
が
あ
り
、
在
釜
山
日
本
国
総
領
事
館
・
福
岡
市
・
福
岡
国
際

交
流
協
会
・
福
岡
市
教
育
委
員
会
・
駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
館
か
ら
支
援
を
受
け
た（（2
（

。
二
〇
一
二
年

の
資
料
集
に
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
、「
君
に
出
会
え
て
気
づ
い
た
も
の
」

が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
二
〇
〇
八
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
た
ち
が
互
い
の
友
情
の
気
持
ち
を
込

め
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
こ
の
事
業
の
和
や
か
な
雰
囲
気
を
後
世
に
も
伝
え
て
い
る（（2
（

。

五
．
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
に
お
け
る
学
生
交
流
の
実
例

　

つ
い
最
近
日
韓
関
係
の
悪
化
と
と
も
に
、
韓
国
の
大
学
に
お
い
て
も
日
本
語
・
日
本
学
な
ど
の
日
本



三
六
四

関
連
の
科
目
の
受
講
性
が
減
り
つ
つ
あ
る
。
釜
山
所
在
の
大
学
も
当
然
な
が
ら
こ
の
流
れ
か
ら
影
響
を
う
け
て
い
る
。
釜
山
の
大
学
の
中

で
は
、
東
西
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
学
の
危
機
に
も
屈
せ
ず
、
日
韓
次
世
代
研
究
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
大
学
生
交
流
な
ど
で
、

大
学
を
あ
げ
て
日
本
学
の
振
興
を
主
導
し
て
お
り
、
韓
国
の
大
学
や
日
本
の
大
学
に
肯
定
的
な
刺
激
を
与
え
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
日

韓
関
係
の
停
滞
と
い
う
悪
条
件
こ
そ
、
東
西
大
学
の
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
躍
ぶ
り
は
、
日
本
学
関
係
者
に
は
大
き
な
励
ま
し
に
な
っ

た
い
る
の
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
が
出
し
て
い
る
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
』
の
最
新
版
は
、
東
西
大
学
が
今
年
五
月
に
慶
應
大
学
や

中
国
社
会
科
学
院
と
と
も
に
「
韓
中
日
関
係
の
現
況
と
東
ア
ジ
ア
協
力
の
将
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
日
本
で
五
〇
年
間
ほ
ど
日
韓
関
係
を
研
究
し
て
き
た
崔
ソ
ミ
ョ
ン
の
特
別
講
演
（
四
月
）
と
、
韓
日
次
世
代

学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
六
月
）
の
内
容
も
知
ら
せ
て
い
る（（2
（

。

　

現
在
韓
国
の
社
会
も
少
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
地
方
の
大
学
は
ま
さ
に
危
機
の
津
波
を
目
の
前
に
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
立

た
れ
て
い
る
。
し
か
も
日
韓
関
係
の
悪
化
と
と
も
に
日
本
へ
の
国
民
的
関
心
の
低
下
は
、
地
方
大
学
の
日
本
学
専
攻
の
学
科
に
と
っ
て
は
、

そ
の
存
立
を
も
脅
か
す
悪
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
中
で
、
本
研
究
者
の
属
し
て
い
る
霊
山
大
学
日
本
語
学
科
で
は
、

学
科
の
競
争
力
向
上
を
目
的
に
二
〇
一
三
年
の
春
か
ら
福
岡
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
授
業
を
始
め
た
。
本
研
究
者
の
企
画
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
福
岡
フ
ィ
ー
ル
ド
授
業
は
、
学
科
の
四
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
し
て
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
福
岡
に
滞
在
し
な
が
ら
、
市
場
調
査
・

企
業
訪
問
・
文
化
施
設
訪
問
な
ど
を
行
う
授
業
の
こ
と
で
あ
る
。
時
折
、
本
研
究
者
は
今
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
二
ヶ
月
間
引
率
教
授
と

し
て
福
岡
フ
ィ
ー
ル
ド
授
業
に
直
接
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
年
は
、
大
体
次
の
よ
う
な
日
程
で
福
岡
フ
ィ
ー
ル
ド
授
業
を
行
っ
た
。
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○ 

調
査
の
内
容

　
－ 

韓
国
と
日
本
で
の
海
苔
商
品
販
売
状
況
と
需
要

　

－ 

商
品
の
価
格
と
等
級

　

－ 

日
本
の
売
り
場
に
お
け
る
海
苔
商
品
デ
ザ
イ
ン
の

特
徴

　

－ 

商
品
デ
ザ
イ
ン
試
案
に
対
す
る
日
本
人
の
好
感
度

○ 

教
育
時
間
（
月
曜
日
～
木
曜
日
）

　

 

一
〇
：
〇
〇

－

一
二
：
〇
〇
、
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
及

び
個
人
指
導

　

 

一
二
：
〇
〇

－

一
三
：
〇
〇
、
昼
食

　

 

一
三
：
〇
〇

－

一
八
：
〇
〇
、
チ
ー
ム
別
調
査
活
動

（
釜
山
、
福
岡
）

○ 

教
育
時
間
（
金
曜
日
）

　
 

一
〇
：
〇
〇

－

一
二
：
〇
〇
、
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
及

び
個
人
指
導

福岡フィールド授業の日程（2014年度）

週 期間 授業内容 備考

１ 国内調査 ３月３日～
７日 開講、履修申請確定

２ 国内調査 ３月10日～
14日

チームの構成、父兄への
案内
地域企業及び市場調査の
開始

アイテム確定
調査方法の指
導

３～５ 国内調査 ３月17日～
４月７日

チーム別調査活動
出国の準備、出発式

現地訪問調査
インターネッ
ト調査

６ 福岡での調査 ４月８日
（火） 出国、福岡滞在 中間報告

６～13 福岡での調査 ４月８日～
５月30日 日本市場及び意見調査 福岡市内

14 福岡での調査 ６月２日～
６月５日

調査結果の整理、帰国の
準備 福岡市内

14 結果報告 ６月６日
（金） 福岡出港、釜山入港

15～16 結果報告 ６月９日～
20日

チーム別結果報告書作成
学生への評価 企業評価
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一
二
：
〇
〇

－

一
三
：
〇
〇
、
昼
食

　

 
一
三
：
〇
〇

－

一
八
：
〇
〇
、
企
業
訪
問
〈
団
体
〉（
釜
山
、
福
岡
）

○ 

主
な
指
導
協
力
企
業
及
び
機
関

　
　
　

韓
国
釜
山
ジ
イ
ェ
・
フ
ー
ド

　
　
　

在
釜
山
日
本
国
総
領
事
館

　
　
　

福
岡
Ｈ
株
式
会
社

　
　
　

福
岡
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
局

　
　
　

福
岡
レ
ガ
ネ
ッ
ト
天
神

　
　
　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場

　
　
　

福
岡
ホ
ス
ピ
タ
ブ
ル
株
式
会
社

　
　
　

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
福
岡
本
部

　
　
　

在
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
館

　
　
　

福
岡
韓
国
語
教
室
「
チ
ン
ダ
レ
」

　
　
　

レ
オ
パ
レ
ス
21
福
岡
店
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六
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
最
近
の
釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
と
の
地
域
間
国
際
交
流
の
実
体
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
・
民
間
団
体
・
大
学
の
レ
ベ
ル
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
動
き
を
紹
介
し
て
み
た
。
現
在
の
日
韓
関
係
は
、
ま
さ
に
暗
く
て
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況

に
あ
る
。
地
方
レ
ベ
ル
で
の
交
流
に
は
、
中
央
政
府
間
の
外
交
関
係
に
敏
感
に
影
響
さ
れ
る
側
面
も
あ
れ
ば
、
外
交
関
係
の
枠
で
は
捉
え

ら
れ
な
い
地
域
間
交
流
の
側
面
も
あ
る
。
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
燐
国
と
の
外
交
関
係
か
ら
ま
っ
た
く
自
由
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

国
境
地
帯
の
住
民
生
活
の
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
要
因
さ
え
あ
れ
ば
、
地
域
間
の
国
際
交
流
は
外
交
関
係
と
は
別
の
次
元
で
続
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
主
に
釜
山
か
ら
の
調
査
が
中
心
に
な
っ
た
が
、
こ
の
報
告
を
通
じ
て
も
、
そ
う
い
う
地
域
間
国
際
交
流
の
要
因
と

現
状
が
、
あ
る
程
度
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　

終
り
に
、
本
研
究
者
の
調
査
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
機
関
に
対
し
て
、
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
去
年

の
秋
日
本
大
学
法
学
部
か
ら
研
究
調
査
の
提
案
が
あ
っ
た
時
、
平
素
の
研
究
関
心
事
で
あ
っ
た
た
め
気
軽
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
が
、
実
際

の
交
流
現
場
と
実
態
を
調
べ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
研
究
調
査
の
期
間
も
長
く
な
か
っ
た
。
関
係
機
関
の
協
力
が
な

か
っ
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
報
告
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
特
に
日
常
の
業
務
の
中
で
、
本
報
告
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
や

資
料
の
提
供
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
、
釜
山
広
域
市
の
国
際
協
力
課
、
釜
山
・
福
岡
経
済
協
力
事
務
所
、
釜
山
韓
日
文
化
交
流
協
会

の
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
し
特
記
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）　Park, Jong-H

yun

、「
航
空
旅
客
の
流
動
か
ら
み
た
国
際
的
都
市
シ
ス
テ
ム
：
日
本
の
地
方
都
市
と
ア
ジ
ア
諸
都
市
と
の
結
合
関
係
、
福
岡
に
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注
目
し
て
」『
経
済
地
理
学
年
報
』
四
一
巻
二
号
、
一
九
九
五
年
（
日
本
語
）。

（
２
）　

樗
木
武
、
野
口
誠
、
小
牧
重
己
、「
博
多
・
釜
山
間
に
お
け
る
国
際
船
舶
利
用
客
の
変
動
構
造
に
つ
い
て
：
福
岡
・
釜
山
日
常
交
流
圏
の
形
成

に
関
す
る
研
究
（
一
）（
小
特
集　

博
多
港
の
物
流
と
人
流
）」『
都
市
政
策
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
八
年
（
日
本
語
）。

（
３
）　

福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
、『
福
岡
・
釜
山
間
高
速
船
利
用
客
観
光
動
向
調
査
：
福
岡
・
釜
山
を
中
心
と
す
る
日
韓
連
携
社
会
の
形
成
に
関
す

る
調
査
研
究
』、
福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
（
日
本
語
）

（
４
）　

成
恩
希
、「
日
韓Cruise

産
業
発
展
の
た
め
の
共
同
協
力
方
案
：
福
岡
・
釜
山
を
中
心
と
し
て
」『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年

（
日
本
語
）。

（
５
）　

張
済
国
、「
釜
山-
福
岡
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
を
通
じ
た
次
世
代
育
成
：
釜
山
の
人
材
流
出
防
止
の
側
面
を
中
心
に
」『
地
域
社
会
』

五
四
巻
、
二
〇
〇
六
年
（
韓
国
語
）。

（
６
）　

福
岡
市
教
育
委
員
会
、『
も
っ
と
知
り
た
い
福
岡
・
釜
山
：
福
岡
市
と
釜
山
広
域
市
の
交
流
誌
』、
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
（
日
本

語
）。

（
７
）　

朴
仁
鎬
、「‘
韓
日
海
峡
経
済
圏
’
と
釜
山
・
九
州
」『
九
州
経
済
調
査
月
報
』
四
九
巻
二
号
、
一
九
九
五
年
（
日
本
語
）。

（
８
）　K

im
, H

ong-Ryul

、「
釜
山
―
福
岡
超
広
域
経
済
圏
の
形
成
を
通
じ
た
地
域
経
済
協
力
の
方
案
」『
日
本
近
代
学
研
究
』
二
三
号
、
二
〇
〇
九

年
（
韓
国
語
）；Lim

, Jung-D
uk

な
ど
、「
東
南
圏
（
釜
山
）
―
九
州
（
福
岡
）
超
広
域
圏
経
済
協
力
の
可
能
性
と
方
向
」『
地
域
社
会
研
究
』
一

八
号
、
二
〇
一
〇
年
（
韓
国
語
）；

釜
山
発
展
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部
、「
釜
山
―
福
岡
超
広
域
経
済
圏
の
形
成
促
進
に
関
す
る
研
究
」『
釜
山
発
展

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
二
四
号
、
二
〇
一
〇
年
（
韓
国
語
）：K

w
on, Soo-M

i

、「
釜
山
―
福
岡
超
広
域
経
済
圏
、
交
流
か
ら
協
力
へ
」『
東
北
ア
ジ
ア
文

化
学
会
』
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年
（
韓
国
語
）。

（
９
）　

高
木
直
人
、「
福
岡
・
釜
山
連
携
と
超
広
域
経
済
圏
」『
韓
国
経
済
研
究
』
八
号
、
二
〇
〇
九
年
（
日
本
語
）。

（
10
）　

加
峯
隆
義
、「
福
岡
・
釜
山
と
英
仏
ド
ー
バ
ー
海
峡
：
海
峡
を
越
え
た
地
域
間
交
流
」『
韓
国
経
済
研
究
』
一
一
号
、
二
〇
一
二
年
（
日
本
語
）。

（
11
）　

駐
日
本
大
韓
民
国
大
使
館
。http://jpn-tokyo.m

ofa.go.kr/korean/as/jpn-tokyo/trade/tradecondition/index.jsp

（
12
）　

同
じ
駐
日
本
大
韓
民
国
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。



釜
山
広
域
市
と
福
岡
市
の
地
域
間
交
流
（
崔
）

三
六
九

（
13
）　Fly T

eam

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。http://flyteam

.jp/airline_route/fuk_pus/flight_schedule
（
14
）　
「
釜
山
―
福
岡
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
第
九
次
釜
山
会
議
」（
二
〇
一
四
年
九
月
一
二
日
～
一
三
日
、Park H

yatt Busan

）

（
15
）　http://cafe.city.fukuoka.lg.jp

（
16
）　http://cafe.city.fukuoka.lg.jp/business

（
17
）　w

w
w

.facebook.com
/fukuokabusancafe

（
18
）　

釜
山
韓
日
文
化
交
流
協
会
。http://w

w
w

.kojac.or.kr

（
19
）　

二
〇
〇
三
日
韓
子
供
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
韓
国
文
三
五
ペ
ー
ジ
と
日
本
文
三
八
ペ
ー
ジ
の
も
の
。

（
20
）　

二
〇
一
二
日
韓
子
供
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
韓
国
文
三
二
ペ
ー
ジ
と
日
本
文
三
二
ペ
ー
ジ
の
も
の
。

（
21
）　

二
〇
一
二
日
韓
子
供
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
韓
国
文
三
一
ペ
ー
ジ
、
日
本
文
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
22
）　

Ｄ
Ｓ
Ｕ
東
西
大
学
、『Japan Center N
EW

SLET
T

ER

』、
第
二
七
号
、
二
〇
一
四
年
七
月
一
五
日
。


